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校庭には鯉のぼりも参列
束荷小学校　新一年生４人の入学式 ◆住民票の写し等の交付申請時の

　本人確認にご協力ください

◆緑花ボランティア募集

◆光市水道光合成プラン（素案）に　　

　対するパブリックコメント実施結果

主な内容
つかり

こい
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ど
）
と
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　　
ご
本
人
に
よ
る
申
請
受
付
後
、
申
請
者

あ
て
に
照
会
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
そ
の
照
会
書
に
あ
る
回
答
書
欄
に
署
名

押
印
の
上
、
保
険

証
な
ど
本
人
の
住

所
、
氏
名
、
生
年

月
日
な
ど
が
記
載

さ
れ
た
書
類
を
持

参
し
て
い
た
だ

き
、
「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
」
を

作
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
、戸
籍
、除
籍
、改
製
原
戸
籍
の
謄
本
・

抄
本
な
ど

※
住
民
異
動
届
や
戸
籍
に
関
す
る
届
出
な

ど
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
窓
口
で
の
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
。

　　　
交
付
申
請
等
の
た
め
、
窓
口
に
来
ら
れ

る
人
（
本
人
、
代
理
人
、
使
者
）

　　①
官
公
署
発
行
の
写
真
付
き
身
分
証
明
書

（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、

運
転
免
許
証
な
ど
）

②
①
の
も
の
が
な
い
場
合
は
、
各
種
健
康

保
険
証
や
各
種
年
金
証
書
な
ど
官
公
署
や

会
社
な
ど
が
発
行
し
た
書
類

※
②
の
場
合
、複
数
提
示
が
必
要
と
な
る
場

住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
申
請
時
の

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
戸
籍
や
住
民
票
は
、
個
人
の
情
報
が
記

載
さ
れ
た
大
切
な
も
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
戸
籍
や
住
民
票
の
証
明
書

は
他
人
に
不
正
に
取
得
さ
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
第
三
者
の
な
り
す
ま
し
に
よ
る
住
民
票

の
写
し
等
の
不
正
請
求
や
不
当
使
用
に
よ

る
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、市

民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
の
保
護
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、住
民
基
本
台
帳
法
お
よ

び
戸
籍
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、

　
５
月
１
日

か
ら
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
交
付
申
請
の
際
に
は
、

窓
口
に
来
ら
れ
た
人
（
本
人
、
代
理
人
、
使

者
）
の
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
申
請
の
際
に

は
、
官
公
署
発
行
の
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
人
以
外
（
代
理
人
、
使
者
）
の

人
が
窓
口
に
来
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の

人
の
本
人
確
認
に
併
せ
、
委
任
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

本
人
確
認
の
対
象
と
な
る
人

本
人
確
認
の
た
め

　 

提
示
し
て
い
た
だ
く
証
明
書

　 合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
が
口
頭
で
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
証
明
書
に
有
効
期
限
の
定
め
が

あ
る
場
合
は
、
有
効
期
限
内
の
も
の
に
限

顔
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
お
持
ち
で
な
い
場
合

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
つ
い
て

り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
市
民
課
戸
籍
住
民
係

　
　
　      

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
光
市
が
交
付

す
る
安
全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
「
写

真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
と
「
写
真

な
し
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
「
写
真
付
き
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
は
、
公
的
な
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
交
付
申

請
は
、
光
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、

市
民
課
戸
籍
住
民
係
で
行
え
ま
す
。

（
た
だ
し
、
15
歳
未
満
の
人
、
成
年
被
後

見
人
に
つ
い
て
は
法
定
代
理
人
が
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
作
成
に
は
、

本
人
確
認
の
た
め
顔
写
真
付
き
の
公
的
身

分
証
明
書
（
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な

本
人
確
認
の
対
象
と
な
る
も
の

５
月
１
日

か
ら
、
証
明
書
の
掲
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
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潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
花
や

緑
な
ど
豊
か
な
自
然
が
必
要
で
す
。
緑
花

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
皆
さ
ん
の
手
で
花
と

緑
の
保
全
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
平
成
17
年
度
に
発
足
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
現

在
、
公
民
館
や
幼
稚
園
な
ど
公
共
施
設
の

樹
木
の
剪
定
や
花
壇
づ
く
り
、
光
大
橋
や

伊
藤
公
記
念
公
園
内
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ッ
プ

な
ど
、
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
自
然
体
験
や
創
造
体
験
な
ど
を
通
し
て
、

子
ど
も
同
士
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

創
造
性
を
養
い
ま
す
。

●
対
象

　
全
日
程
参
加
で
き
る
市
内
小
学
校
１
年

生
〜
３
年
生
の
児
童
と
保
護
者
30
組

●
受
講
料

　
無
料
（
た
だ
し
、
実
習
費
は
実
費
負
担
）

●
申
込
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
児
童
と
保
護
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

　
４
月
28
日

〜
５
月
14
日

※
先
着
順
で
30
組
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
　

平
成
20
年
度 「
少
年
少
女
セ
ミ
ナ
ー
」

〜
親
子
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
〜
　
受
講
生
募
集

　
剪
定
道
具
や
園
芸
道
具
を
持
っ
て
い
な

く
て
も
大
丈
夫
！

　
花
や
緑
に
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
人
、

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　　　　
研
修
会
は
実
習
形
式
で
行
わ
れ
、
樹

木
・
花
苗
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。
土

づ
く
り
か
ら
の
花
壇
づ
く
り
・
管
理
方
法

や
、
樹
種
に
合
っ
た
適
切
な
樹
木
剪
定
技

術
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
種
ま
き
か
ら
の
育
苗

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
予
定
で
す
。

剪
定
　

　
公
共
施
設
の
樹
木
を
使
っ
た
剪
定
実
習

○
日
時
　
６
月
８
日

　
９
時
30
分
〜
12
時

プ
ラ
ン
タ
ー
と
花
づ
く
り
　

　
寄
せ
植
え
や
花
壇
づ
く
り
・
管
理
の
体

験
実
習

○
日
時
　
７
月
上
旬
　
９
時
30
分
〜
12
時

※
以
後
、
月
に
１
度
の
頻
度
で
活
動
す
る

予
定
で
す
。

●
募
集
人
数
　
先
着
17
人

●
応
募
期
間
　
４
月
28
日

〜
５
月
16
日

●
応
募
・
問
合
せ
　
水
産
林
業
課
林
務
係

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０
／
Ｅ
メ
ー
ル

suisanringyou@
city.hikari.lg.jp

　
研
修
会
に
つ
い
て

　
今
後
の
活
動
予
定

緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

ゆびあみにチャレンジ！ 
～一緒にあそぼ♪もこもこ毛糸～ 

  5月24日（土）  
10時～12時 

海辺アートにチャレンジ！ 
～ぼくもわたしもアーティスト～ 

手づくりおやつにチャレンジ！ 
～おやつに変身・魔法のギョーザ～ 

伊藤公資料館 
伊藤公記念公園 

ふるさと探検にチャレンジ！ 
～ふしぎ発見・まほろば大和～ 

 フライングディスクにチャレンジ！  
～みんなでワイワイ簡単スポーツ～  

回 

1

2

3

4 
 

5

日　時 場　　所 学　習　内　容 

  8月30日（土） 
9時30分～12時 

虹ヶ浜海岸 
勤労者体育センター 

10月18日（土） 
10時～12時 

光スポーツ公園 
第１球場 

12月13日（土） 
9時30分～13時 

あいぱーく光 
栄養実習室 

  1月31日（土） 
9時30分～12時 

周防の森ロッジ 
研修室 

緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

花
と
緑
を
育
み
、
ま
ち
を
育
む
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市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
伏
流
水
を
、
良
質
で
永
続
的
に
取
水
で
き
る
事

業
を
最
優
先
に
展
開
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
島
田
川
の
表
流
水
の
取
水
は
放
棄
す
る
方
向
の
よ
う
だ
が
、
将
来
、
財

政
上
の
不
安
が
あ
る
の
な
ら
、
水
道
水
安
定
取
水
事
業
基
金
（
仮
称
）
を
設
け
、

次
世
代
に
向
け
た
積
み
立
て
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
　

　
伏
流
水
の
水
質
を
検
査
す
る
た
め
、
最
新
鋭
の
成
分
分
析
技
術
の
装
置
を
導
入

し
、
源
流
の
調
査
を
行
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
　

　
良
質
な
水
道
水
を
確
保
す
る
た
め
、
中
山
川
ダ
ム
の
貯
水
を
定
期
的
に
水
質
検

査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
島
田
川
の
河
床
に
堆
積
し
て
い
る
汚
泥
の
重
金
属
成
分
の
分
析
と
そ
の
推
移
を

継
続
的
に
監
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　　
光
市
の
水
道
水
を
愛
す
る
市
民
団
体
・
自
治
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
し

て
、
水
源
涵
養
林
の
育
成
事
業
や
美
味
し
い
光
市
水
道
を
飲
む
啓
発
活
動
な
ど
を

水
道
局
と
協
働
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
「
個
々
の
能
力
の
向
上
、
水
道
事
業
の
専
門
的
知
識
の
蓄
積
、
技
術
の
継
承
な

ど
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
、
市
内
の
企
業
と
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
、
維
持
管

理
や
分
析
な
ど
を
共
同
事
業
化
し
て
は
ど
う
か
。

意
見
等
概
要

光
市
水
道
光
合
成
プ
ラ
ン
（
素
案
）
に
対
す
る

　
　
　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結
果

　
光
市
水
道
光
合
成
プ
ラ
ン
（
素
案
）
に
対
し
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ご
意
見
等
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
提
出
者
数
　
　
１
人

●
提
出
方
法
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
　
１
人

●
提
出
者
区
分
　
光
市
に
住
所
が
あ
る
個
人
　
１
人

　

考
え
方
（
概
要
）

平
成
20
年
２
月
29
日
〜
３
月
31
日 

光
市
水
道
局
業
務
課
 

案
件
名 

募
集
期
間 

担
当
課 

問
合
せ 

光
市
水
道
光
合
成
プ
ラ
ン  

素
案  

に
つ
い
て 

（
　
　
） 

0
8
3
3
７
１
０
７
０
０
 

（
　
 
）
 

光
市
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
『
ひ
か
り
か
が
や
く
水
の
ま
ち
』

※

　
計
画
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
百
年
先
も
安
定
的
に
伏
流
水
を
水
源
と
す
る
水
道
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
「
水
源
涵
養
林

の
取
得
」
を
大
き
な
柱
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
財
政
措
置
と
し
て
は
、
さ
ら
な
る
経
費
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
在
の
料
金
体
系
を
見
直
し
、
適
正
な
公

共
的
必
要
余
剰
額
（
資
本
報
酬
費
）
を
計
上
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
公
共
的
必
要
余
剰
額
の
使
途
は
、
借
入
金
の
償
還

財
源
に
充
て
る
減
債
積
立
金
の
ほ
か
、
水
源
対
策
積
立
金
（
仮
称
）
を
毎
事
業
年
度
一
千
万
円
程
度
、
積
み
立
て
る
予
定
で
す
。

　　
市
の
水
道
水
、
伏
流
水
原
水
、
島
田
川
表
流
水
の
水
質
に
つ
い
て
は
、
周
南
都
市
水
道
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
が
、
「
水
質
基

準
項
目
」
51
項
目
、
「
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目
」
25
項
目
、
「
農
薬
類
」
１
０
１
項
目
（
原
水
の
み
）
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ

ジ
ウ
ム
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
検
査
は
市
内
の
み
の
検
査
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
計
画
で
は
、
源

流
を
含
む
島
田
川
上
流
域
で
の
採
水
箇
所
を
決
定
し
、
定
期
的
な
水
質
検
査
を
行
い
公
表
し
ま
す
。

※
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
…
水
系
原
生
生
物
の
一
種
。
水
道
水
に
混
入
し
、
集
団
的
な
下
痢
症
状
な
ど
発
生
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
水
道
局
で
は
、
中
山
川
ダ
ム
貯
留
権
を
、
渇
水
時
の
代
替
水
源
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
中
山
川
ダ
ム
の
貯
水
の
水
質

検
査
は
毎
事
業
年
度
実
施
し
て
お
り
、
現
在
、
水
質
基
準
項
目
の
基
準
値
は
す
べ
て
満
た
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
島
田
川
河
床
に
堆
積
し
て
い
る
汚
泥
の
重
金
属
成
分
の
分
析
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
水
質
検
査
結
果

で
は
、
検
査
項
目
に
含
ま
れ
る
重
金
属
成
分
の
数
値
は
、
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
島
田
川
河
床
の
汚
泥
に
つ
い

て
、
重
金
属
類
に
よ
る
汚
染
の
心
配
は
少
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
定
期
的
な
水
質
検
査
結
果
を
注
視
し

つ
つ
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
島
田
川
河
床
の
汚
泥
の
分
析
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
　

　
水
源
涵
養
林
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
取
得
地
の
選
定
、
維
持
管
理
体
制
確
立
等
を
行
う
、
有
識
者
、
関
係
団
体
を
含
ん
だ
水

源
対
策
審
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
取
得
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
本
審
議
会
で
検
討
す
る
内
容
で
す
が
、
ご
提
言
い
た

だ
い
た
、
市
民
団
体
・
自
治
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
協
働
で
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
、
審
議
会
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
水
道
管
の
維
持
管
理
は
水
道
局
職
員
が
行
い
、
漏
水
な
ど
に
よ
る
修
理
は
市
内
の
修
理
業
者
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
所
の
定
期
的
な
水
質
検
査
は
周
南
・
下
松
・
光
の
３
市
が
共
同
で
設
立
し
た
周
南
都
市
水
道
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
効
率
的
な
事
業
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
他
と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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「
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
に
伴
い
、
導
水
管
・
送
水
管
・
配
水
管
の

素
材
別
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
埋
設
管
の
管
理
の
観
点
で
、

下
水
・
ガ
ス
・
電
線
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
埋
設
管
事
業
者
と
一
体
に
な
っ
た
埋
設
管

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
管
理
と
道
路
工
事
の
一
元
管
理
で
、
工
事

費
用
の
効
率
向
上
と
経
費
節
減
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
「
貯
水
槽
水
道
設
置
者
に
適
切
な
管
理
方
法
な
ど
の
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と

が
可
能
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
太
陽
熱
温
水
器
を
設
置
し
て
い
る
一
般
家
庭
も

指
導
の
対
象
な
の
で
す
か
。
（
数
日
間
外
出
し
た
場
合
、
温
水
器
内
の
塩
素
滅
菌

の
持
続
効
果
が
不
安
で
あ
る
）

　
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
に
対
す
る
対
策
や
、
低
塩
素
殺
菌
に
よ
る
美
味
し
い

水
の
供
給
の
た
め
の
紫
外
線
（
Ｕ
Ｖ
）
殺
菌
な
ど
の
滅
菌
の
多
様
化
に
つ
い
て
、

先
行
し
た
検
討
を
、
ぜ
ひ
す
べ
き
で
あ
る
。
テ
ス
ト
プ
ラ
ン
ト
を
造
り
、
有
料
飲

料
水
と
し
て
、
市
販
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
事
業
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
事
業
体
が
行
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
体
が
一
体
と
な
り
埋
設

管
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
現
状
で
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
埋
設
工
事
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
工
事
を
施
工
す

る
際
の
事
前
協
議
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
各
事
業
体
が
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
は
水
道
局
と
同
じ
く
市
が
管
理
し
て
お
り
、
下
水
道
工
事
に
併
せ
て
水
道
工
事
を
行
う
な
ど
、
経
費
節

減
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
工
事
費
用
の
節
減
や
埋
設
管
の
安
全
管
理
に
も
努
め
ま
す
。

　
貯
水
槽
水
道
と
は
、
水
道
管
か
ら
供
給
さ
れ
た
水
を
一
度
受
水
槽
に
貯
め
て
給
水
す
る
方
式
の
総
称
で
あ
り
、
浄
水
器
や
温

水
器
な
ど
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
た
め
、
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
お
客
さ
ま
に
蛇
口
の
水
を
安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
日
常
の
浄

水
器
や
温
水
器
の
日
常
の
管
理
方
法
な
ど
を
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
の
対
策
に
は
、
紫
外
線
（
Ｕ
Ｖ
）
照
射
、
ろ
過
設
備
（
急
速
ろ
過
、
緩
速
ろ
過
、
膜
ろ
過
等
）
な

ど
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、
伏
流
水
を
水
源
と
す
る
光
市
で
は
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
の
発
生
す
る
可
能
性
が
低
い
こ

と
か
ら
、
導
入
コ
ス
ト
の
低
い
、
紫
外
線
（
Ｕ
Ｖ
）
照
射
施
設
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
料
飲
料
水
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

光市オリジナルＣＤとＤＶＤ

「見つめあって」
              　　が完成しました

ＣＤ・ＤＶＤの概要

　「見つめあって」は、平成5年度開催の第1回おっぱい
まつりに参加した市民の皆さんから、「おっぱい」から
イメージする言葉を寄せていただき作成した、光市オリジ
ナルの歌です。
　
　このたび、子育て支援の啓発とおっぱい体操普及のた
め、「見つめあって」のＣＤとＤＶＤを制作しました。
　このＣＤとＤＶＤは、妊娠の届け出をされた妊婦や、
市内の幼稚園、保育園、小中高校などの関係団体に無料
配布するとともに、図書館（大和分室も含む）、チャイ
ベビステーション、健康増進課に備え、希望者に貸し出
します。ぜひご利用ください。
　また、普及啓発にご協力いただける団体に、ＣＤとＤ
ＶＤを無料配布します。希望団体は、健康増進課までご
連絡ください。

◎問合せ　健康増進課（あいぱーく光） 0833(74)3007

ＣＤ　
●「見つめあって」歌1曲、カラオケ1曲
ＤＶＤ
●おっぱい都市“光”
　光市の風景等の映像とともに、おっぱい都市宣言文を
紹介しています。
●見つめあって　～おっぱい体操～
　「見つめあって」の曲に合わせて、おっぱい体操を映
像で紹介しています。
※おっぱい体操は、主に上半身のストレッチと筋力運動
を組み合わせた体操で、肩や胸の血行を良くし、肩関節
の柔軟性を高め、肩こり予防にも効果的です。また、特
に乳房内の血液の流れが良くなることで母乳分泌の効果
が期待されます。
●見つめあって　～カラオケ～
　市内の乳幼児から中学生の子どもたちの映像とともに
「見つめあって」の歌詞を紹介しています。
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【光市にある指定工事店】
・住久設備 　 0833(72)2400
・ 野村水道　 0833(71)0648
・ 平成設備　 0833(79)2092
・ 海田商会　 0833(71)1645
・ダイワ建設 　 0833(74)2214
・中林建設 　 0833(71)1672
・葉月配管　 0833(77)0527
・ フジカワ　 0833(77)3118
・後藤商店　 0833(79)3003
・ 前田商店　 0833(71)0233
・中村設備　 0833(72)4378
・ 久保設備　 0833(72)1955
・ 藤工業　 0833(77)2886
・三奈木工務店　 0833(79)3608
・ 三電　 0833(71)0510
・ マツオ　 0833(71)0330
・あたらシステム 　 0833(72)4747
・ バイショウ　 0833(71)2774
・ エクシード　 0833(77)0556
・吉岡組　 0833(78)0103
・ 光建産業　 0833(79)1234　
・ 平島組　 0833(72)3450
・ テシマ電機　 0833(77)3772　
・濱田重工 光支店　 0833(71)0874　
・ 石川商店　 0833(77)1950
・ 石城設備　 0820(48)2532
・大和設備　 0820(48)3379
・五光設備　 0820(48)2390
・品末設備　 0820(48)2260
・ 平池組　 0820(48)2619
・田中水道　 0820(48)5811
・中興工業 　 0820(48)2910
・守田商店工事部　 0820(48)2157　

・ 谷建材店　 0820(48)2680
・ 古谷組　 0820(48)2866
・河野設備　 0820(48)4626
・ 大和電業社　 0820(48)2797
・大下設備　 0820(48)5669
【下松市にある指定工事店】
・キハラ建設 　 0833(46)0581
・国益建設 　 0833(41)0177
・ 森田設備工業　 0833(43)0628
・ 協和　 0833(41)0445
・ ニチリン　 0833(46)3377
・ 冨士電工社　 0833(43)2255
・ 梅山水道工業所　 0833(41)1041
・桂工業 　 0833(43)0920
・塩田工業 　 0833(41)1125
・ 末武土木　 0833(43)1323
・ タイセイ　 0833(44)2578
・山田石油瓦斯 　 0833(41)0443
・ 周防工務店　 0833(41)3538
・ ﾑﾈｽｴﾎｰﾑｾﾝﾀｰ　 0833(43)9926
【周南市にある指定工事店】
・平村設備工業 　 0834(31)0864
・ 新ホーム　 0834(28)5300
・ 中特工事　 0834(25)1021

　給水装置の新設・増設・改造修理などの工事をすることができる指定給水装置工事事業者は、次のとおりです。
工事についての相談や見積もりは、指定給水装置工事事業者へお申し込みください。
●問合せ　水道局 0833(71)0700／工務課 0833(71)0719

・三興設備 　 0834(32)0222
・ 海田建設　 0834(29)0839
・棟居設備工業 　 0834(63)1331
・ 斎藤設備　 0834(31)1395
・ 三保設備　 0834(25)0985
・福本工業 　 0834(21)0124
・ イタミ　 0834(26)1188
・ 周北設備工業　 0834(88)0377
・ 東亜設備　 0834(27)4110
・西日本電業 　 0834(27)5111
・小池住設　 0834(82)1291
・和田水道建設 　 0834(31)0561
・ シンリツ　 0834(28)5233
・青木工業運輸 　 0834(63)1220
・ ダイエイ設備　 0834(63)1488
・ 魚谷工作所　 0834(62)2342
・ 親和工業　 0834(68)2900
・ ネオ山口　 0833(92)0120
・ YOSHIOKA　 0834(64)3425
・ 西村水道　 0834(25)0425
・ きょうりつ　 0835(21)6954
・西田設備　 0833(91)2832
・ODA設備設計工事　 0834(29)3201
・キョウワヒロテック　 0834(32)1999
・ ツカサ　 0834(26)1220
【その他の市町にある指定工事店】
・貞広住設 （岩国市） 0827(22)0466
・東洋設備 （岩国市） 0827(32)3882
・ 村尾商会（岩国市） 0827(21)2717
・ 水谷工業（岩国市） 0827(31)6236
・ ｳｴﾑﾗﾎｰﾑｶﾞｽ設備（岩国市） 0827(44)3000
・ カイヨーテクノ（岩国市） 0827(84)6040
・大谷工業（岩国市） 0827(84)5169
・ 藤本設備（岩国市） 0827(63)0973

・大峠住設（岩国市） 0827(84)1839
・ 栗原設備（田布施町） 0820(52)1129
・ 尾崎設備（田布施町） 0820(55)5924
・牛島電設工業 （田布施町） 0820(52)2177
・ カミモト（田布施町） 0820(52)2727
・ 冨山設備（田布施町） 0820(55)5008
・コウノ設備（田布施町） 0820(52)9011
・ オカケン（田布施町） 0820(52)3788
・ 馬場設備（田布施町） 0820(55)5148
・ 大三也設備（田布施町） 0820(52)3169
・ ミヤサン設備工業（平生町） 0820(56)7724
・あかり電気 （平生町） 0820(58)1917
・ 北野商会（平生町） 0820(58)0037
・ 大神工業（山口市） 083(924)5408
・ クラシアン（山口市） 0120-500-500
・積和建設山口 （山口市） 083(976)2730
・ 安原設備工業（柳井市） 0820(22)6194
・大興電気工業 （柳井市） 0820(22)0900
・ミヤハラ設備（柳井市） 0820(22)0309
・原地住設機器（柳井市） 0820(28)0157
・トオル電気 （柳井市） 0820(22)1378
・ シマモト設備（周防大島町） 0820(72)1013
・三機工業 （広島市） 082(248)1251
・ 内山組（北九州市） 093(481)0117

（平成20年4月1日現在）
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市長の 
まちづくりメッセージ 
市長の 
まちづくりメッセージ 
市役所では、毎月の初日に「市長のまちづくりメッセージ」を放送し

ています。市民の皆さんと『共創・協働のまちづくり』を進めていく

ため、その一部を掲載します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月

　　
３
月
31
日
、
32
名
の
職
員
が
退

職
さ
れ
、
４
月
１
日
に
新
た
に
13

名
の
職
員
を
迎
え
、
平
成
20
年
度

が
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
多
様
化
・
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域
特
性

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、「
共
創
と
協
働
で
育
む

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し

た
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
組
織
体

制
の
さ
ら
な
る
強
化
、
人
事
管
理

の
適
正
化
、
さ
ら
に
公
民
館
の
自

主
運
営
へ
の
移
行
な
ど
を
見
据

え
、
適
材
適
所
に
人
材
を
配
置
し

ま
し
た
。
ま
た
女
性
職
員
・
技
術

職
員
の
積
極
的
な
登
用
も
行
な
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
の
３
月
議
会
に
お
い

て
平
成
20
年
度
予
算
が
審
議
・
議

決
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
「
改

革
を
続
行
、
生
活
を
し
っ
か
り
応

援
」
を
テ
ー
マ
に
、
財
政
健
全
化

を
着
実
に
進
め
つ
つ
、
少
子
化
対

策
や
教
育
環
境
の
充
実
、
地
球
温

暖
化
対
策
や
、
も
っ
た
い
な
い
文

化
の
醸
成
、
安
心
で
き
る
医
療
の

確
保
、
さ
ら
に
は
地
域
の
経
済
的

活
力
の
創
出
な
ど
、
生
活
者
重
視

の
観
点
か
ら
総
合
計
画
に
掲
げ
る

３
つ
の
「
ひ
か
り
未
来
戦
略
」
を

軸
に
、
政
策
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
各
部
署
に
お
い
て
は
総
合
計
画

の
着
実
な
遂
行
と
施
政
方
針
を
十

分
認
識
し
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
情
報

を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
し
っ
か

り
と
し
た
問
題
意
識
を
持
ち
な
が

ら
一
人
ひ
と
り
が
組
織
人
と
し
て

の
役
割
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
資

質
向
上
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
10
月
、
市
民
の
方
々
か
ら

無
作
為
に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人

の
方
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
市
政
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
約

74
％
の
方
が
関
心
を
持
た
れ
て
い

ま
す
が
、
市
民
意
見
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
約
24
％

の
方
が「
反
映
さ
れ
て
い
る
」と
回

答
さ
れ
て
い
る
反
面
、
約
26
％
の

方
が「
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」と
回

答
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
政
に

意
見
を
言
う
機
会
や
手
段
等
に
つ

い
て
は
約
11
％
の
方
が
「
満
足
」、

約
26
％
の
方
が「
不
満
」と
回
答
さ

れ
て
い
ま
す
。
住
み
良
さ
に
つ
い

て
は
、
約
８
割
の
方
が
「
住
み
よ

い
」、
あ
る
い
は
「
ま
あ
ま
あ
住
み

よ
い
」と
回
答
さ
れ
、約
７
割
の
方

が
光
市
に
愛
着
を
感
じ
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
市
民
か
ら
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と

し
て
「
企
業
誘
致
、
雇
用
の
確

保
」、「
地
域
医
療
対
策
の
充
実
」、

「
高
齢
者
福
祉
対
策
の
充
実
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
光
市
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

に
つ
い
て
は
、「
福
祉
・
保
健
・
医

療
」
や
「
交
通
・
基
盤
整
備
」、「
行

財
政
運
営
」
な
ど
に
つ
い
て
、
延

べ
１
７
９
件
の
意
見
・
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と

な
る
べ
き
意
見
や
、
建
設
的
な
提

言
な
ど
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
三

島
温
泉
健
康
交
流
施
設
事
業
や
財

政
運
営
に
関
し
て
は
、
現
状
や
計

画
を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
、
判

断
さ
れ
た
の
か
、
内
容
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
の

で
は
と
見
受
け
ら
れ
る
意
見
や
提

言
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
常
日
頃
か
ら
、
市
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
民
協
議

な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
市

の
施
策
や
事
業
を
、
そ
の
趣
旨
や

目
的
、
さ
ら
に
は
市
民
生
活
に
与

え
る
効
果
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
こ
と
で
、
市
政
へ
の
理

解
が
深
ま
り
、
関
心
も
よ
り
一
層

高
く
な
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
正
し
い
理
解
を
得
る
た
め
に
は

さ
ら
な
る
工
夫
や
改
善
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
民
と
行
政
の
認
識
の
「
ず

れ
」
は
、
少
な
か
ら
ず
生
じ
る
も

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を

最
小
限
と
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

を
用
い
て
、
市
の
考
え
方
を
市
民

に
伝
え
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
努

力
と
市
民
の
ご
意
見
に
し
っ
か
り

耳
を
傾
け
る
努
力
が
必
要
で
す
。

そ
の
こ
と
が
「
共
創
と
協
働
で
育

む
ま
ち
づ
く
り
」
の
条
件
だ
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
分
析
・

活
用
し
て
現
状
や
課
題
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
で

き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
思
う
」

「
平
成
20
年
度
の
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
っ
て
」
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■
問
合
せ
　
健
康
増
進
課
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
７ 5月

■診療科目／内科系・外科系
■診療時間／9時～17時
■電話番号／0833(74)1399
■5月の診療日／3日(祝)、4日(祝)、5日(祝)、6
日(休)、11日(日)、18日(日)、25日(日)
※外科系で6日(休）は皮膚科、11日(日）は眼
科、25日(日)は耳鼻科の医師が診療します。
※受診の際は、必ず健康保険証、お薬手帳
をお持ちください。

休日診療所の
お知らせ

国道188号 

車出入口 

総合福祉 
センター 
あいぱーく光 

休日診療所 

Ｐ 
Ｐ 

場所：総合福祉センターあいぱーく光
　　　車出入口から入ってすぐ左

育 

児 

相 

談

１ 

歳 

児 

お 

誕 

生 

相 

談

歯 

の 

健 

康 

相 

談

●
日
時
・
場
所
　
13
日

・
周
防
公
民
館

／
14
日

・
大
和
公
民
館
／
19
日

・
室

積
公
民
館
／
22
日

・
三
島
公
民
館
／
23

日

・
浅
江
公
民
館
　
い
ず
れ
も
９
時
30

分
〜
11
時

●
内
容
　
健
康
に
関
す
る
相
談
、
血
圧
測

定
、
尿
検
査
な
ど

※
健
康
増
進
課
で
は
、月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
の
９
時
か
ら
16
時
30
分
ま

で
、随
時
相
談
（
電
話
も
可
）
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
禁
煙
相
談
、
脳
い
き
い
き
相
談

（
も
の
忘
れ
、
認
知
症
予
防
な
ど
の
相

談
）
、
専
門
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
も

予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

健
　
康
　
相
　
談

●
持
参
物
　
①
育
児
相
談
…
母
子
健
康
手

帳
　
②
１
歳
児
お
誕
生
相
談
…
母
子
健
康

手
帳
、
案
内
用
紙
、
使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ

③
歯
の
健
康
相
談
…
歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
健

康
手
帳
（
大
人
は
健
康
手
帳
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
…
お
も
ち
ゃ
移
動
広
場
を
開
催

　
木
の
お
も
ち
ゃ
で

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

う
。
安
心
・
安
全
な

お
も
ち
ゃ
と
遊
び
方

を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
　
１
日

　
13
時
30
分
〜

15
時
・
あ
い
ぱ
ー
く
光
／
13
日

　
９
時

30
分
〜
11
時
・
周
防
公
民
館
／
21
日

　

９
時
30
分
〜
11
時
・
島
田
公
民
館
／
23
日

　
９
時
30
分
〜
11
時
・
浅
江
公
民
館

●
内
容
　
①
育
児
相
談
…
身
体
計
測
、
個

別
保
健
相
談
な
ど
　
②
１
歳
児
お
誕
生
相

談
…
身
体
計
測
、
事
故
防
止
、
予
防
接
種

の
個
別
相
談
、
歯
科
相
談
　
③
歯
の
健
康

相
談
…
口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク
、
歯
磨
き
指

導
、
相
談

●
日
時
・
場
所
　
１
日

　
13
時
30
分
〜

14
時
30
分
・
あ
い
ぱ
ー
く
光

●
対
象
者
　
２
歳
児
の
保
護
者
、
妊
産

婦
、
40
歳
以
上
の
市
民

●
内
容
　
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
周
疾
患
健

診
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
指
導
な
ど

●
持
参
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
手

帳
、
使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ

成 

人 

歯 

科 

健 

診

母
　
親
　
教
　
室

●
日
時
・
内
容
　
①
５
月
19
日

・
お
っ

ぱ
い
育
児
の
話
／
②
５
月
26
日

・
出
産

の
準
備
、
妊
婦
体
操
／
③
６
月
３
日

・

妊
娠
中
の
栄
養
、
調
理
実
習
／
④
６
月
14

日

・
家
族
学
級
、
沐
浴
実
習
／
⑤
６
月

24
日

・
歯
科
の
話
等   

い
ず
れ
も
９
時
30

分
〜
11
時
（
６
月
３
日

は
13
時
ま
で
）

●
場
所
　
あ
い
ぱ
ー
く
光

●
持
参
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
ご
案
内
用

紙
、
６
月
３
日

は
エ
プ
ロ
ン
と
調
理
実

習
代
２
０
０
円
、
６
月
14
日

は
エ
プ
ロ

ン
、
６
月
24
日

は
使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ

※
５
月
26
日

は
体
操
の
で
き
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所
　
16
日

　
12
時
50
分
〜

13
時
50
分
・
あ
い
ぱ
ー
く
光

●
内
容
　
身
体
計
測
、
歯
科
健
診
、
小
児

科
診
察
、
栄
養
・
歯
科
・
保
健
相
談
な
ど

●
持
参
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
診
査
票

１ 

歳 

６ 

か 

月 

健 

診



9

旬の食材「新玉ネギ」を使って
　一年中出回っている玉ネギですが、今は軟ら
かくて甘い新玉ネギの季節。玉ネギを、酢の利
いた調味液に漬け込むので、辛みが抜けて後味
がすっきりします。

◆材料：4人分◆（調理時間約20分）
新玉ネギ…2個（約300g）
豚薄切り肉…200g
A〔しょうゆ…大さじ2と1/2　酢…大さじ3　　
　   みりん…大さじ1〕
ごま油…大さじ1　ミツバ…適量

◆作り方◆
①玉ネギは縦半分に切ってから薄切りにする。
②ボウルに調味液Aを入れてよく混ぜ合わせ、
①の玉ネギを加えて、玉ネギが茶色になるまで
漬け込む（10分以上）。
③豚肉は一口大に切る。
④フライパンにごま油を熱し、豚肉を強火でい
ため、火が通ったらすぐに②を加えてさっと混
ぜる。
⑤食べる直前にミツバのざく切りを混ぜ合わ
せ、皿に盛る。ちぎったレタスに包んで食べて
もおいしい。

◆1人分栄養価◆
エネルギー170kcal　たんぱく質48.1g　脂質8.2g
カルシウム21mg　食塩相当量1.6g

（上島田地区食生活改善推進員）

おかず風オニオンスライスサラダ

　健康への関心が高まっているにもかかわら
ず、生活習慣病は増え続け、いまや死亡原因の
約6割を占め、国民医療費の約3分の1にもなっ
ています。この生活習慣病の発症に大きく影響
しているのがメタボリックシンドローム（内臓
脂肪症候群）です。
　そこでメタボリックシンドロームに着目した
健診「特定健診」を行い、特定健診で生活習慣
病の危険が見つかった人には、生活習慣改善の
ための支援「特定保健指導」が行われることに
なりました。
◆対象◆
40～74歳の人
※75歳以上の人は、後期高齢者医療広域連合が
健康診査を行います。
◆実施◆
　医療保険者（組合健保、政府管掌健康保険、
国保など）が加入している被保険者・被扶養者
（家族）に実施します。
※加入している医療保険者から案内が届きま
す。
◆健診内容◆
身長・体重・腹囲測定、血圧測定、肝機能検
査、血液化学検査、尿検査、問診　
医師の判断で心電図、眼底検査、貧血検査
※新たに腹囲測定やLDLコレステロール検査が
加わりました。
◆特定保健指導◆
　生活習慣病の危険度に応じ、「情報提供」
「動機づけ支援」「積極的支援」の3つのグルー
プに分け、生活習慣病に進行しないための目
標・計画を専門家が対象者とともに考え、運動
や食事を中心とした生活習慣改善の支援を行い
ます。

　自分自身の健康を守るために、年1回は必ず健
診を受け、健康の大切さを考える機会にしま
しょう。

（市保健師　小熊紀美恵）

特定健診・特定保健指導が
始まりました
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　　　　　アアアアア
ンンンンン
コココココ
ウウウウウ
のののののつつつつつ

るるるるる
ししししし
切切切切切
りりりりり
ににににに
挑挑挑挑挑
戦戦戦戦戦

　　　　　　　　　　
３
月
12
日

、
あ
い
ぱ
ー
く
光
で
、
魚

食
普
及
を
推
進
し
て
い
る
「
蒼
き
光
の
海

生
活
学
校
」
（
梅
村
恒
子
代
表
）
主
催
に

よ
る
「
お
魚
料
理
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
ア
ン
コ
ウ
の
つ
る
し
切
り
に

挑
戦
。
つ
る
し
切
り
は
、
下
あ
ご
を
引
っ

掛
け
て
つ
る
さ
れ
た
ア
ン
コ
ウ
の
口
の
部

分
か
ら
皮
を
は
ぎ
、
エ
ラ
な
ど
を
落
と
し

て
、
肝
や
身
を
切
り
分
け
て
い
く
と
い
う

独
特
の
さ
ば
き
方
。
切
り
身
で
は
な
い
ア

ン
コ
ウ
を
調
理
で
き
る
機
会
は
珍
し
く
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
と
、
つ
る

さ
れ
た
ア
ン
コ
ウ
を
講
師
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
慎
重
に
さ
ば
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
見
事
に
さ
ば
か
れ
た
ア
ン
コ
ウ
は
、
鍋

や
刺
身
風
な
ど
、
ア
ン
コ
ウ
の
お
い
し
さ

が
存
分
に
味
わ
え
る
料
理
へ
と
姿
を
変
え

て
い
き
ま
し
た
。

お
魚
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旬旬旬旬旬
ををををを
獲獲獲獲獲
るるるるる

　　
初
夏
が
近
づ
き
、
市
内
の
鮮
魚
コ
ー

ナ
ー
に
光
・
室
積
産
と
表
示
さ
れ
た
コ
ウ

イ
カ
が
出
始
め
ま
し
た
。
漁
業
者
の
ひ
と

り
浜
本
朝
秋
さ
ん
の
漁
法
は
か
ご
漁
。
イ

カ
の
習
性
を
う
ま
く
利
用
し
た
漁
法
で

す
。
戸
仲
漁
港
か
ら
20
分
ほ
ど
船
を
走
ら

せ
た
沖
合
い
に
木
の
枝
を
く
く
り
つ
け
た

先
細
の
入
口
を
も
つ
直
径
１
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
網
か
ご
を
い
く
つ
も
沈
め
て
イ
カ
が

入
る
の
を
待
ち
ま
す
。
引
き
上
げ
た
か
ご

に
は
肉
厚
の
う
ま
そ
う
な
コ
ウ
イ
カ
が

い
っ
ぱ
い
。

　
生
で
も
よ
し
、
焼
い
て
も
い
た
め
て
も

よ
し
の
、
初
夏
の
産
地
直
送
、
光
の
海
か

ら
の
恵
み
。
旬
の
味
を
思
う
存
分
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

初
夏
の
コ
ウ
イ
カ
漁

鏡鏡鏡鏡鏡
ををををを
見見見見見
ててててて
心心心心心
ののののの
乱乱乱乱乱
れれれれれ
ににににに

　　　　　
　　　　　
　　　　　
気気気気気
付付付付付
いいいいい
ててててて
ももももも
ららららら
えええええ
たたたたた
ららららら

　　　　　
３
月
27
日

、
光
市
更
生
保
護
女
性
会

（
桝
野
文
子
会
長
）
は
市
内
の
中
学
校
５

校
に
大
鏡
を
寄
贈
、
島
田
中
学
校
で
そ
の

設
置
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
桝
野
会
長
は
「
非
行
の
始
ま
り
は
服
装

の
乱
れ
か

ら
。
生
徒
の

皆
さ
ん
が
大

鏡
を
見
た
時

に
、
心
の
乱

れ
が
服
装
に

表
れ
て
な
い

か
確
認
し
て

も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し

た
。

大
鏡
の
寄
贈

子子子子子
どどどどど
ももももも
ののののの
安安安安安
全全全全全
ををををを
見見見見見
守守守守守
りりりりり
たたたたた
いいいいい

　　
４
月
11
日

、
室
積
公
民
館
で
「
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
警
察
署
生
活
安
全
課
か
ら

防
犯
事
例
の
説
明
を
聞
き
、
そ
の
後
、
児

童
の
通
学
路
で
の
危
険
個
所
の
確
認
や
登

下
校
の
時
間
帯
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
市
で
は
平
成
16
年
度
か
ら
、
各
小
学
校

で
防
犯
ブ
ザ
ー
を
児
童
に
支
給
し
、
児
童

は
不
審
者
に
注
意
し
、
身
の
危
険
を
感
じ

た
場
合
は
警
報
を
鳴
ら
す
よ
う
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
地
域
の
人
々
が
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
防
犯
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
、
児
童

に
と
っ
て
何
よ
り
も
心
強
い
事
で
す
。

室
積
公
民
館
で

　  

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
集
会
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市
政
の
透
明
性
の
向
上
お
よ
び

公
正
で
民
主
的
な
行
政
運
営
の
実

現
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る

情
報
公
開
制
度
と
、
個
人
の
権
利

利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
に
実
施

し
て
い
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の

平
成
19
年
度
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

　
公
文
書
の
公
開
請
求
件
数
等

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
開
請
求
件
数
…
４
件

②
公
開
決
定
、
部
分
公
開
決
定
お

よ
び
非
公
開
決
定
の
件
数
　
公
開

決
定
…
３
件
、
部
分
公
開
決
定
…

１
件
、
非
公
開
決
定
…
な
し

③
不
服
申
立
て
の
処
理
件
数
…
な

し●
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

The information
for your life

暮
ら
し
の
情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

市
営
住
宅
へ
の
暴
力
団
員

入
居
を
制
限
し
ま
す

　
夜
間
で
も
市
税
等
の
納
付
が

で
き
ま
す
。

●
開
設
日
　
４
月
30
日

、

５
月
12
日

、
５
月
21
日

●
時
間
　
20
時
ま
で

●
場
所
　
市
役
所

１
階
税
務
課

●
取
扱
業
務

　
市
税
等
の
収
納

お
よ
び
納
付
相
談

　
郵
便
局
か
ら
市
税
等
を
納
付

す
る
場
合
の
郵
便
振
替
用
紙

は
、
収
納
係
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

●
問
合
せ
　
税
務
課
収
納
係

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情

報
保
護
制
度
実
施
状
況

　
個
人
情
報
の
開
示
等
の
請
求
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
問
合
せ
　
総
務
課
文
書
法
令
係

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

　
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
、
妊

婦
健
診
公
費
負
担
の
内
容
を
拡
充

し
て
い
ま
す
。
新
し
い
公
費
負
担

内
容
は
、
前
期
健
診
、
子
宮
が
ん

検
診
、
前
期
超
音
波
検
査
、
中
期

健
診
（
３
回
）
、
後
期
健
診
、
後

期
超
音
波
検
査
で
す
。
３
月
31
日

ま
で
に
妊
娠
届
出
を
し
た
人
に

は
対
象
と
な
る
追
加
の
妊
婦
健
診

公
費
負
担
受
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠

届
出
を
し
た
第
３
子
以
降
を
出
産

予
定
の
人
に
は
、
妊
婦
健
診
を
前

述
内
容
に
加
え
、
９
回
以
内
で
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
助
成

に
つ
い
て
は
同
一
世
帯
内
に
２
人

の
お
子
さ
ん
と
同
居
し
て
い
る
場

合
に
限
り
ま
す
。

　
以
上
の
変
更
に
伴
い
、
旧
健
診

妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担

の
拡
充
に
つ
い
て

票
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
旧
健
診
票
を
使
用

し
て
い
な
い
場
合
は
、
差
し
替
え

ま
す
の
で
、
健
康
増
進
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
健
康
増
進
課
（
あ
い

ぱ
ー
く
光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
７

　
平
成
19
年
７
月
14
日
の
台
風
４

号
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
杵

崎
海
岸
付
近
の
峨
嵋
山
山
腹
が
崩

落
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
地
盤
が
安
定
し
て
お
ら

ず
危
険
な
た
め
、
杵
崎
海
岸
へ
下

り
る
道
に
ロ
ー
プ
を
張
り
、
通
行

禁
止
に
し
て
い
ま
す
。
つ
い
て

は
、
ク
サ
フ
グ
産
卵
地
へ
の
立
ち

入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
　
教
育
委
員
会
文
化
振

興
課

０
８
３
３(

７
４)

３
６
０
７

ク
サ
フ
グ
産
卵
地
へ
の

立
入
禁
止
に
つ
い
て

　
国
の
「
公
営
住
宅
に
お
け
る
暴

力
団
員
排
除
に
つ
い
て
」
の
基
本

方
針
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
い
て

も
光
市
営
住
宅
条
例
等
の
一
部
を

改
正
し
、
市
営
住
宅
へ
の
申
込
者

お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
暴
力
団
員
で
あ
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
入
居
決
定
を
し
な
い
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
す
で
に
入
居
さ
れ
て
い

る
人
に
つ
い
て
は
、
暴
力
団
員
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
明

け
渡
し
請
求
が
で
き
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
建
築
住
宅
課

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０
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平
成
20
年
度
市
指
定
の
不
燃
ご

み
袋
の
作
製
・
配
送
業
務
の
委
託

先
を
入
札
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
入
札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

次
の
事
項
を
確
認
の
上
、
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
札
参
加
資
格

①
県
内
に
本
社
、
支
店
ま
た
は
営

業
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
市
が
示
す
指
定
ご
み
袋
の
作

製
、
配
送
業
務
を
安
定
か
つ
適
正

に
実
施
で
き
る
こ
と

③
自
治
体
の
ご
み
袋
を
作
製
し
た

実
績
が
あ
る
こ
と

④
光
市
か
ら
お
お
む
ね
半
径
50

以
内
に
ご
み
袋
３
０
０
万
枚
を
保

管
で
き
る
場
所
を
有
し
て
い
る
こ

と⑤
税
（
国
税
・
県
税
・
市
税
）
の

滞
納
が
な
い
こ
と

●
提
出
書
類
　
様
式
は
、
市
役
所

環
境
事
業
課
で
４
月
25
日

か
ら

５
月
12
日

（
土
・
日
曜
日
、

祝
・
休
日
を
除
く
）
の
８
時
15
分

か
ら
17
時
の
間
に
配
布
し
ま
す
。

●
提
出
期
限
　
５
月
12
日

　
17

時●
提
出
部
数
　
１
部
（
郵
送
不
可
）

●
提
出
先
・
問
合
せ
　
環
境
事
業

課

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

　
室
積
・
浅
江
・
三
島
公
民
館
の

複
合
機
リ
ー
ス
業
者
を
入
札
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

　
入
札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

次
の
事
項
を
確
認
の
上
、
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
札
参
加
資
格

①
市
内
に
本
社
、
支
店
ま
た
は
営

業
所
を
有
す
る
こ
と

②
市
が
示
す
指
定
複
合
機
を
適
正

に
納
入
し
、
保
守
点
検
に
対
応
で

き
る
こ
と

③
税
（
国
税
・
県
税
・
市
税
）
の

滞
納
が
な
い
こ
と

●
提
出
書
類
　
様
式
は
、
地
域
づ

く
り
推
進
課
（
地
域
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
・
旧
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
で
４
月
25
日

か
ら

５
月
12
日

（
土
・
日
曜
日
、

祝
・
休
日
を
除
く
）
の
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
の
間
に
配
布
し
ま

す
。

●
提
出
期
限
　
５
月
12
日

　
17

時
15
分

●
提
出
部
数
　
１
部
（
郵
送
不
可
）

●
提
出
先
・
問
合
せ
　
地
域
づ
く

り
推
進
課
（
地
域
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
・
旧
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

０
８
３
３(

７
２)

８
８
８
０

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
の

生
活
に
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
以
上
の
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
手
当
額
（
月
額
）

　
２
万
６
４
４
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
日
常
の
生
活
に

常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未

満
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
額
（
月
額
）

　
１
万
４
３
８
０
円

◎
支
給
要
件
　
そ
れ
ぞ
れ
に
、
次

の
と
お
り
支
給
要
件
が
あ
り
ま

す
。

①
所
得
が
基
準
を
超
え
な
い
こ
と

②
在
宅
療
養
中
で
あ
る
こ
と

③
特
別
障
害
者
手
当
の
場
合
は
、

３
か
月
以
上
入
院
し
て
い
な
い
こ

と◎
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
高
齢
障

害
係
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
１

公
民
館
複
合
機
リ
ー
ス
業

務
の
入
札

ご
存
じ
で
す
か
？

　
特
別
障
害
者
手
当

　
障
害
児
福
祉
手
当

光
市
指
定
不
燃
ご
み
袋
の

作
製
・
配
送
業
務
の
入
札

　
家
庭
で
の
育
児
不
安
の
軽
減
や

地
域
で
の
子
育
て
家
庭
の
交
流
を

図
る
た
め
、
未
就
園
児
と
保
護
者

等
を
対
象
に
「
保
育
出
前
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
幼
稚
園
、
保
育
園
の
先
生
と
一

緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

●
日
時
・
場
所

○
５
月
21
日

　
10
時
〜
11
時
30

分
・
浅
江
公
民
館

○
６
月
３
日

　
10
時
〜
11
時
30

分
・
室
積
公
民
館

※
市
内
各
公
民
館
等
で
年
７
回
行

い
ま
す
。
　
　

●
内
容
　
保
育
に
つ
い
て
、
親
子

遊
び
に
つ
い
て
、
育
児
相
談
等

●
問
合
せ
　
子
ど
も
家
庭
課
子
育

て
支
援
係
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

０
８
３
３(

７
４)

３
０
９
２

保
育
出
前
講
座
〜
い
っ

し
ょ
に
あ
そ
ぼ
〜
を
開
催
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憲
法
記
念
日
（
５
月
３
日
）
を

記
念
し
て
裁
判
所
・
弁
護
士
会
共

同
の
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時
　
５
月
15
日

　
９
時
〜

11
時
30
分

●
場
所
　
山
口
地
方
・
家
庭
裁
判

所
周
南
支
部
調
停
室
（
周
南
市
岐

山
通
り
２-

５
）

●
相
談
時
間
　
１
人
15
分

●
予
約
方
法
　
５
月
８
日

か
ら

（
９
時
〜
17
時
15
分
）
必
ず
電
話

に
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
先

着
順
で
40
人
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
予
約
を
し
て
い
な
い
人
は
、
当

日
来
ら
れ
て
も
相
談
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

●
予
約
先
・
問
合
せ
　
山
口
地

方
・
家
庭
裁
判
所
周
南
支
部
庶
務

課

０
８
３
４(

２
１)
２
６
１
０

●
日
時
　
５
月
21
日

　
13
時
30

分
〜
15
時

●
場
所
　
市
民
ホ
ー
ル
　
２
階
中

会
議
室

●
内
容
　
前
回
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲

を
主
に
聴
き
ま
す
。
最
後
に
「
千

●
日
時
　
５
月
18
日

　
13
時
30

分
開
場
　
14
時
〜
16
時

●
場
所
　
市
民
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー

ル●
内
容
　
行
進
曲
、
映
画
音
楽
、

ポ
ッ
プ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
で
綴
る
吹
奏
楽
コ
ン

サ
ー
ト

●
入
場
料
　
無
料

●
問
合
せ
　
ひ
か
り
吹
奏
楽
団

（
海
老
本
）

０
９
０(

４
１
０
３)

０
０
６
２

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
の
開
催
に
つ
い
て

（
要
予
約
）

ひ
か
り
吹
奏
楽
団
　

「
風
薫
る
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
山
口
県
労
働
委
員
会
で
は
、

「
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
あ
っ
せ

ん
」
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

個
別
労
働
関
係
紛
争
と
は
、
労
働

者
個
人
と
使
用
者
（
事
業
主
）
と

の
間
で
、
労
働
条
件
や
解
雇
な
ど

を
め
ぐ
り
、
話
合
い
が
ま
と
ま
ら

ず
生
じ
た
紛
争
を
言
い
ま
す
。

●
相
談
先
・
問
合
せ
　
県
労
働
委

員
会
事
務
局
（
県
庁
７
階
）

０
８
３(

９
３
３)

４
４
４
４

個
別
労
働
関
係
紛
争
あ
っ
せ

ん
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
「
労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
は
、

賃
金
、
昇
任
、
休
暇
、
残
業
、
解

雇
な
ど
、
各
種
の
労
働
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

●
開
設
場
所
　
県
労
働
政
策
課
労

働
情
報
セ
ン
タ
ー
内
（
県
庁
８

階
）

●
相
談
先
　

０
８
３(

９
３
３)

３
２
３
２

●
相
談
員
　
社
会
保
険
労
務
士

●
相
談
料
　
無
料

労
働
問
題
で
お
困
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　皆さんは、虫歯、歯周病、歯並び、入れ歯など
で悩まれることはありませんか。お口の健康を維
持するために、専門の医師が分かりやすくお話し
します。
　予約不要、入場無料です。気軽にお越しくださ
い。

●日時　　5月17日(土)　14時～15時
●場所　　あいぱーく光
●演題　　「お口の健康を維持するために」
●講師　　大和総合病院　歯科口腔外科部長
　　　　　　水柿雄三 歯科医師
●問合せ　大和総合病院
　　　　　　 0820(48)2111

「第6回光市民健康教室」を開催

●
相
談
日
　
月
〜
金
曜
日
　
８
時

30
分
〜
17
時
15
分
（
祝
日
除
く
）

　　
山
口
県
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
除
去

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
費
助
成
制
度

を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
費
助
成
を
４
月
１
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

●
対
象
と
な
る
人
　
山
口
県
に
住

民
票
を
有
し
て
い
る
人
で
、
医
療

機
関
で
治
療
を
要
す
る
と
診
断
さ

れ
、
県
の
審
査
会
で
認
定
さ
れ
た

人●
助
成
内
容
　
Ｂ
型
、
Ｃ
型
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
の
う
ち
保
険
適
用
分
に
つ

い
て
世
帯
の
所
得
に
応
じ
た
自
己

負
担
額
を
超
え
る
医
療
費
を
公
費

負
担
し
ま
す
。

●
助
成
期
間
　
申
請
書
を
受
理
し

た
月
の
初
日
か
ら
１
年
間

●
受
給
手
続
き
　
申
請
書
類
を
提

出
し
て
、
助
成
対
象
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
周
南
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
周
南
市
毛
利

町
２-

38
）

０
８
３
４(

３
３)

６
４
２
５

の
風
に
な
っ
て
」
を
全
員
合
唱
し

ま
し
ょ
う
。

●
参
加
料
　
無
料

●
問
合
せ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

０
８
３
３(

７
２)

３
４
４
７

ひ

ふ

み

一
二
三
会

「
第
５
回
音
楽
を
聴
く
会
」
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【
普
通
救
命
講
習
会
】

●
日
時
　
６
月
11
日

　
９
時
〜

12
時
（
受
付
８
時
30
分
〜
８
時
50

分
）

●
募
集
人
数
　
20
人

【
上
級
救
命
講
習
会
】

●
日
時
　
６
月
19
日

　
９
時
〜

18
時
（
受
付
８
時
30
分
〜
８
時
50

分
）

●
募
集
人
数
　
15
人

◎
場
所
　
光
地
区
消
防
本
部
　
２

階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
講
習
内
容
　
救
急
蘇
生
法
（
一

次
救
命
処
置
、
応
急
手
当
）

◎
対
象
者
　
光
地
区
消
防
組
合
管

内
の
居
住
者
お
よ
び
就
業
者

◎
受
講
料
　
無
料

　
市
民
い
き
い
き
農
園
（
三
井
）

の
新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
利
用
期
間
　
６
月
１
日
〜
平
成

21
年
３
月
31
日

●
場
所
　
光
市
大
字
三
井
１
５
９-

１
（
水
上
）

●
募
集
区
画
　
１
区
画
（
30

）

●
利
用
料
　
２
９
１
０
円
（
年
間

３
５
０
０
円
）

●
申
込
期
限
　
５
月
15
日

●
応
募
資
格
　
農
業
者
以
外
の
光

市
民
（
営
利
目
的
は
不
可
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
農
業
耕

地
課
農
政
係

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

！！ ！！ 

募
集
募
集 
募
集 

市
民
い
き
い
き
農
園
の

利
用
者
募
集

●
入
居
資
格

①
光
市
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を

有
し
、
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い

る
人

②
同
居
の
親
族
が
あ
る
人
（
婚
姻

予
定
の
場
合
は
婚
姻
の
３
か
月
前

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
）

③
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基

準
に
該
当
す
る
人

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

⑤
入
居
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴

力
団
員
で
な
い
人

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
と

必
要
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間 

　
４
月
25
日

〜
５

月
14
日

　
８
時
30
分
〜
17
時
15

分※
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
随
時

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
向
け
住
宅
（
８
戸
）

＊
は
優
先
枠

■
単
身
向
け
住
宅
（
１
戸
）

花
園
（
花
園
２
丁
目
）
…
１
０
３

号
、
２
Ｄ
Ｋ
、
建
築
年
度
Ｈ
７
、

●
日
時
　
５
月
17
日

　
受
付
８

時
30
分
〜
　
開
会
式
９
時
〜

●
場
所
　
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
第

１
球
場

●
対
象
　
大
人
の
み

●
参
加
費
　
３
０
０
円

●
申
込
方
法
　
市
の
体
育
施
設

（
ス
ポ
ー
ツ
館
、
総
合
体
育
館
等
）

ま
た
は
各
公
民
館
に
あ
る
申
込
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
５
月
７
日

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
体
育
課

（
〒
７
４
３-
０
０
１
１
　
光
市
光

井
９
丁
目
18-
４
　
ス
ポ
ー
ツ
館

内
）
０
８
３
３(
７
４)
３
６
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
３(

７
２)
４
８
５

０
ひ
か
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
交
歓
大
会
参
加
者
募
集

普
通
・
上
級
救
命
講
習
会

の
開
催

◎
申
込
開
始
日
　
５
月
10
日

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◎
申
込
方
法
　
消
防
署
に
備
え
付

け
の
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://119.city.hikari.lg.jp/
dow
nload/dow

nload.htm

）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
合
せ
　
中
央
消
防
署

０
８

３
３(

７
４)

５
６
０
５
／
東
消
防

署

０
８
２
０(

５
２)

３
１
０
３

／
北
消
防
署

０
８
３
３(

９
１)

０
０
０
１

※
講
習
日
に
は
動
き
や
す
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
筆
記
用

具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

2棟301号 ３ＤＫ 

4棟103号 

22,700～50,000円 H 5

建築 
年度 住 宅 名 号　数 間取り 家　　賃 

３ＤＫ 

３ＤＫ 

３ＤＫ 

３ＤＫ 

３ＤＫ 

S 49

Ｓ50

S 60

Ｈ元 

H 3

3棟  43号 

2棟104号 

1棟302号 

9,600～21,200円 

10,300～22,600円 

13,500～29,600円 

13,900～30,500円 

14,100～30,900円 

2棟  25号 相　生 
（浅江1丁目） 

緑　町 
（浅江7丁目） 
中岩田 

（大字岩田） 

領家台 
（島田6丁目） 

〃 

〃 

有 

無 

無 

無 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

無 

浴
槽 

無 

無 

無 

無 無 

有 

有 

３ＤＫ 21,900～48,200円 H 6〃 有 無 

３ＤＫ 23,000～50,600円 H 6〃 有 無 

7棟105号 

7棟206号 

＊ 

＊ 

＊ 

家
賃
２
万
７
０
０
円
〜
４
万
５
４

０
０
円
、
浴
槽
有
り
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
無
し

●
受
け
付
け
・
問
合
せ
　
建
築
住

宅
課
住
宅
係

０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０
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　市では「光市男女共同参画基本計画」に基づき、女性と男
性が対等なパートナーとして、地域・家庭・職場・学校など
のあらゆる分野において、ともに認めあい、思いやりとやさ
しさを持って、責任と喜びを分かちあうことのできる社会を
目指しています。
　このため、男女共同参画に関する意見や情報を交換しあう
「光市男女共同参画推進ネットワーク」を設置することにし
ました。ともに住み良い社会づくりを考えてみませんか。市
民の皆さんの積極的なご応募をお待ちしています。

●募集人数　2人程度
●任　　期　2年間
●応募資格　市内に在住、または通勤、通学している18歳以
上の人
●応募方法　男女共同参画に関する意見、提言、気付きなど
を800字程度（原稿用紙2枚程度）にまとめ、住所、氏名、生
年月日、職業、電話番号を記入し、企画情報課まで提出して
ください。（封書のほか、EメールまたはFAXの応募も可）
●応募期限　5月15日（木）必着
●選　　考　提出されたご意見、ご提言を審査の上、結果を
通知します。
●応募・問合せ
　企画情報課男女共同参画係（〒743-8501　光市中央6丁目1-1）
　 0833(72)1400　FAX0833(72)1436
　Eメール　kikaku@city.hikari.lg.jp

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
（
２
日

間
コ
ー
ス
）
】

●
日
時
　
５
月
13
日

、
14
日

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る
こ

と
、
マ
ウ
ス
操
作
、
日
本
語
入
力

●
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
た
こ

と
の
な
い
人

●
受
講
・
材
料
費
　
１
２
０
０
円

【
は
じ
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
２
日
間
コ
ー
ス
）
】

●
日
時
　
５
月
29
日

、
30
日

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
内
容
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
、

メ
ー
ル
送
受
信

●
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
た
こ

と
の
な
い
人

●
受
講
・
材
料
費
　
１
２
０
０
円

【
１
８
０
分
で
仕
上
げ
る
講
座
　

自
治
会
資
料
を
作
ろ
う
】

●
日
時
　
５
月
21
日

　
13
時
30

分
〜
16
時
30
分

●
内
容
　
エ
ク
セ
ル
で
自
治
会
連

絡
網
の
作
成
等

※
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
人
は
ご

持
参
く
だ
さ
い

●
受
講
料
　
６
０
０
円
（
資
料

代
、
印
刷
代
を
含
む
）

【
１
８
０
分
で
仕
上
げ
る
講
座 

　

ア
ル
バ
ム
づ
く
り
】

●
日
時
　
５
月
28
日

　
13
時
30

分
〜
16
時
30
分

●
内
容
　
春
の
写
真
で
ア
ル
バ
ム

づ
く
り

※
撮
影
済
み
の
写
真
の
あ
る
デ
ジ

カ
メ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
受
講
料
　
６
０
０
円
（
資
料

代
、
印
刷
代
を
含
む
）

【
市
民
パ
ソ
コ
ン
相
談
】

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

週
土
曜
日
の
午
前
中
に
超
初
心
者

の
た
め
の
無
料
パ
ソ
コ
ン
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
質
問
や
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
人
の
た
め
の
練
習
な
ど
、

遠
慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
人
数
　
各
12
人

◎
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で

◎
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

０
８
３
３(

７
２)

３
４
４
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
３

(

７
２)

３
５
７
８

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
パ
ソ
コ
ン
学
習
会
」

●
日
時
　
①
５
月
22
日

②
６
月
26
日

　
13
時
〜
15
時

●
場
所
　
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
　
２
階
研
修
室

●
内
容
　
①
「
い
ろ
ん
な
紙
芝
居

に
挑
戦
し
て
み
よ
う
！
」

②
「
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
！
」

●
対
象
　
光
市
民

●
参
加
費
　
無
料

●
主
催
　
光
紙
芝
居

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
光
紙
芝

居
（
末
岡
）

０
８
０-

３
８
９
１-

８
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
３(

７
２)

６
５
８
２

手
作
り
紙
芝
居
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
「
お
寺
で
学
ぼ
う
！
あ
た
た
か

い
心
」
in
如
宝
寺

●
日
時
　 

６
月
７
日

 

13
時
〜

８
日

 

13
時

●
場
所
　
如
宝
寺
（
光
市
室
積
西

ノ
庄
）

●
対
象
　
市
内
の
小
学
４
・
５
年

生●
募
集
人
数
　
40
人

●
内
容
　
歴
史
散
策
探
訪
ツ

ア
ー
、
家
族
座
禅
体
験
、
レ
ク

ゲ
ー
ム
な
ど

●
参
加
料
　
５
０
０
円

●
締
め
切
り
　
５
月
８
日

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　

光
青

年
会
議
所
事
務
局

０
８
３
３(

７
１)

１
２
９
９

ふ
れ
あ
い
徳
育
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

●
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
す

る
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

●
試
験
日
　
第
１
回
…
５
月
25
日

、
第
２
回
…
６
月
22
日

●
試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊
山
口

駐
屯
地

●
問
合
せ
　
自
衛
隊
柳
井
地
域
事

務
所
（
柳
井
市
南
町
３
丁
目
８-

４

荒
田
ビ
ル
２
階
）

０
８
２
０(

２
２)

８
１
９
９

自
衛
官
募
集
（
７
・
８
月

採
用
任
期
制
隊
員
）
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★
目
で
見
る伊

藤
博
文
公
写
真
展

◎
入
館
料
　
大
人
４
２
０
円
、
高

大
生
３
１
０
円
、
小
中
生
２
１
０

円
　
　

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）

●
期
間
　
４
月
26
日

〜
５
月
11

日●
時
間
　
９
時
〜
17
時
（
入
館
は

16
時
30
分
ま
で
）

●
内
容
　
伊
藤
公
の
青
年
期
か
ら

晩
年
期
ま
で
の
写
真
24
点
を
展
示

（
英
国
留
学
か
ら
大
磯
別
邸
ま

で
）

●
問
合
せ
　
伊
藤
公
資
料
館

０
８
２
０(

４
８)

１
６
２
３

施
設
の
掲
示
板

施
設
の
掲
示
板 

施
設
の
掲
示
板 

◎
入
館
料
　
大
人
２
４
０
円
、
小

人
１
２
０
円

◎
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）
お
よ
び
第
１
火

曜
日

★
童
謡
の
人
形
で
た
ど
る
明

治
・
大
正
・
昭
和
の
あ
ゆ
み
展

●
期
間
　
５
月
６
日

ま
で
　
最

終
日
は
15
時
ま
で

●
展
示
者
　
宮
澤
洋
美
・
山
本
一

遊★
「
造
形
の
喜
怒
哀
楽
」
展

No.
２

●
期
間
　
５
月
９
日

〜
６
月
１

日

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

●
展
示
者
　
聖
光
高
等
学
校
機
械

科
　
大
川
紀
／
聖
光
高
等
学
校
機

械
科
お
よ
び
普
通
科
生
徒

★
５
月
５
日
「
こ
ど
も
の
日
」

記
念
イ
ベ
ン
ト

●
内
容
　
紙
芝
居
の
創
作
・
上
演

（
10
時
〜
14
時
）
／
昔
の
あ
そ
び

（
竹
細
工
ほ
か
13
時
〜
16
時
）

●
入
場
料
　
小
・
中
学
生
無
料

★
普
賢
ま
つ
り
臨
時
開
館

●
日
時
　
５
月
14
日

　
９
時
〜

19
時

●
イ
ベ
ン
ト
　
よ
さ
こ
い
踊
り

●
展
示
　
秋
祭
り
写
真
展
、
池
坊

生
け
花

●
入
場
料
　
小
・
中
学
生
無
料

★
室
積
う
た
ご
え
喫
茶

　
醤
油
蔵
の
中
で
歌
い
継
ぎ
た
い

唱
歌
・
日
本
の
詩
を
皆
で
歌
い
ま

せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
日
時
　
５
月
17
日

　
14
時
〜

15
時
30
分

●
会
費
　
４
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー

ま
た
は
ジ
ュ
ー
ス
、
お
菓
子
付

き
）

★
「
光
紙
芝
居
」
の
上
演

　
光
市
に
伝
わ
る
民
話
や
歴
史
物

語
な
ど
の
紙
芝
居
を
毎
月
第
３
土

曜
日
に
上
演

●
入
場
料
　
無
料
（
展
示
場
へ
は

有
料
）

● 
日
時

○
シ
ン
グ
ル
（
一
般
・
壮
年
）
…

５
月
25
日

○
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
・
壮
年
）
…

６
月
１
日

○
予
備
日
…
６
月
15
日

い
ず
れ
も
９
時
〜

●
場
所
　
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

●
参
加
資
格
　
光
市
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

●
大
会
形
式
　
男
女
と
も
一
般
、

壮
年
（
45
歳
以
上
）

※
一
般
と
壮
年
、
両
方
へ
の
エ
ン

ト
リ
ー
は
不
可

●
参
加
費

○
シ
ン
グ
ル
…
８
０
０
円
／
人

○
ダ
ブ
ル
ス
…
１
０
０
０
円
／
組

　
試
合
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

●
主
催
　
光
テ
ニ
ス
連
盟

●
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
出
場
種
目
を
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
５
月
15
日

必
着

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
兼
清 

眞

（
〒
７
４
２-

１
５
１
３
　
田
布
施

町
麻
郷
１
６
３
５-

８
）

兼
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
０(

５
２)

４

９
０
９

第
57
回
光
市
民
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集
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★
野
鳥
賛
歌
卒
寿
写
真
展

　
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
専
門
委
員

山
本
健
次
郎
さ
ん
が
全
国
で
撮
り

貯
め
た
80
点
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
写
真
に
添
え
ら
れ
た
五
七
五

調
の
コ
メ
ン
ト
で
、
野
鳥
を
楽
し

く
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
３
日

〜
13
日

10
時
〜
16
時
　
最
終
日
は
15
時
ま

で●
場
所
　
研
修
室

★
探
鳥
会

●
日
時
　
５
月
６
日

　
10
時
〜

12
時

●
場
所
　
副
管
理
棟
（
９
時
45
分

ま
で
に
集
合
）

●
募
集
人
数
　
先
着
30
人

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
４
月
28
日

か
ら

電
話
に
て
受
付
開
始

★
斑
入
植
物
展

●
日
時
　
５
月
24
日

・
25
日

10
時
〜
　
24
日

は
20
時
ま
で
　

25
日

は
16
時
ま
で

●
場
所
　
研
修
室

★
山
野
草
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

●
日
時
　
５
月
25
日

　
13
時
30

分
〜

●
場
所
　
研
修
室
前

★
季
節
の
花
木
即
売
会

　
季
節
の
花
木
を
多
数
揃
え
て
い

ま
す
。

●
日
時
　
５
月
３
日

〜
25
日

10
時
〜
16
時
　
14
日

は
休
園
日

●
場
所
　
花
木
販
売
所

★
園
芸
教
室

「
え
び
ね
の
栽
培
講
習
会
と
植

栽
」
参
加
者
募
集

●
日
時
　
５
月
10
日

　
10
時
〜

12
時

●
場
所
　
研
修
室
前

●
募
集
人
数
　
先
着
20
人

●
参
加
費
　
５
０
０
円

★
「
園
芸
教
室
　
寒
蘭
の
講
習

会
と
植
え
替
え
」
参
加
者
募
集

●
日
時
　
５
月
24
日

　
10
時
〜

12
時

●
場
所
　
研
修
室
前

●
募
集
人
数
　
先
着
15
人

●
参
加
費
　
１
０
０
０
円

◎
申
込
方
法
　
４
月
28
日

か
ら

電
話
に
て
受
付
開
始

◎
申
し
込
み
　
冠
山
総
合
公
園

０
８
３
３(

７
４)

３
３
１
１

★
「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
日
」

（
う
ど
ん
作
り
）
参
加
者
募
集

●
日
時
　
５
月
18
日

　
10
時
〜

13
時
30
分

●
場
所
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

●
募
集
人
数
　
30
人

●
参
加
費
　
中
学
生
以
上
５
０
０

円
、
小
学
生
以
下
３
０
０
円
、
３

歳
未
満
無
料

※
素
敵
な
景
品
が
当
た
る
抽
選
会

が
あ
り
ま
す
。

●
持
参
物
　
帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど

★
「
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ャ
ン
プ
塾
」

塾
生
募
集

●
日
時
　
５
月
24
日

　
10
時
〜

12
時
30
分

●
場
所
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

●
内
容
　
火
の
お
こ
し
方

●
対
象
　
小
学
生
高
学
年

●
募
集
人
数
　
10
人
程
度

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
持
参
物
　
帽
子
、
タ
オ
ル
、
水

筒◎
申
込
方
法
　
４
月
28
日

か
ら

電
話
に
て
受
付
開
始

◎
申
し
込
み
　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場

０
８
３
３(

７
４)

３
３
３
０

（（（（（1414141414日日日日日（水）（水）（水）（水）（水）は休園日）は休園日）は休園日）は休園日）は休園日）

　イングリッシュ、オールドローズなど約100種・
1000株のバラが優雅で美しい花を咲かせます。

★夜間庭園
●日時　5月17日（土）・24日（土）　20時30分まで
　開園時間を20時30分まで延長し、日本庭園や100
種、1000株のバラをライトアップします。
　昼間とは違う表情を見せる夜の冠山総合公園をお楽
しみください。

★夜間庭園LIVE
●日時　5月24日（土）　19時～
●場所　ローズガーデン
●演奏　～affetto～（ピアノ、フルート、声楽）

★ばら祭スタンプラリー
　「ばら祭」期間中の10時～16時に、園内5個所に設
置してあるスタンプを全部押した人に抽選で景品が当
たります。（台紙１枚100円、空くじなし）
●台紙販売所・抽選会場　冠山総合公園売店

◎問合せ　冠山総合公園
　　　　　　 0833(74)3311
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★
第
11
回
　
阪
口
勝
彦
絵
画
展

　
阪
口
勝
彦
さ
ん
の
11
回
目
の
個

展
で
す
。
石
仏
（
羅
漢
像
）
や
ギ

リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
の
風
景
画
な
ど

の
油
彩
画
を
中
心
に
約
１
０
０
点

展
示
し
て
い
ま
す
。

●
期
間
　
４
月
27
日

ま
で
　
最

終
日
は
15
時
ま
で

★
常
設
展
　
屏
風
絵
展

●
期
間
　 

６
月
１
日

ま
で

●
内
容
　
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の

屏
風
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

★
平
成
20
年
度
　
成
人
大
学
講

座
受
講
生
募
集

　
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
涯
学

習
の
一
環
と
し
て
本
年
度
も
成
人

大
学
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
郷
土

の
歴
史
や
、
芸
術
、
文
学
な
ど
、

多
彩
な
講
師
陣
で
年
間
８
講
座
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
募
集
人
数
　
80
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
対
象
　
市
内
在
住
者
お
よ
び
通

勤
・
通
学
者

●
受
講
料
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
文
化
セ

ン
タ
ー０

８
３
３(

７
２)

５
８
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
３(

７
２)

５
７
１
５

月　日 内　容 ／ 講　師 月　日 

5/17(土)

6/21(土)

7/26(土)

8/23(土)

9/13(土)

11/15(土)

12/6(土)

1/10(土)

江戸期女たちの文芸活動 

伊藤博文とトーマスグラバー 

彫刻の今 

光市の「名字」考 

村田清風と財政改革 

日本宗教史 

与謝野鉄幹と徳山の女性たち 

近世室積浦の漁業と港町 

近世女性史研究　桂文庫主宰　柴　桂子 

萩博物館研究員　道迫　真吾 

山口大学名誉教授　川口　政宏 

光地方史研究会　会長　有沢　二夫 

村田清風記念館　館長　大谷　喜信 

山口大学教育学部教授　岡村　康夫 

徳山地方郷土史研究会常任理事　田村　悌夫 

山口大学経済学部教授　木部　和昭 

内　容 ／ 講　師 

★
あ
さ
み
ち
ゆ
き
　
ふ
る
さ
と

オ
ン
ス
テ
ー
ジ

（
司
会
　
宮
川
泰
夫
）

　
「
井
の
頭
公
園
の
歌
姫
」
あ
さ

み
ち
ゆ
き
（
光
市
室
積
出
身
）
の

ふ
る
さ
と
凱
旋
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
　
６
月
28
日

　
開
場
18

時
、
開
演
18
時
30
分

●
場
所
　
大
ホ
ー
ル

●
チ
ケ
ッ
ト
（
自
由
席
）
　
好
評

発
売
中
。
一
般
３
０
０
０
円
／
文

高
会
員
２
５
０
０
円

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
市
民
ホ
ー
ル
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
ふ
る
さ
と
郷
土

館
、
市
役
所
受
付
、
周
南
市
文
化
会

館
、
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ
、

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド
引
換
所

●
問
合
せ
　
市
民
ホ
ー
ル

０
８
３
３(

７
２)

１
４
４
１

★
第
１
回
乳
幼
児
向
け
お
は
な

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
っ
て
な
あ

に
？
」

●
日
時
　
５
月
21
日

　
10
時
〜

12
時

●
場
所
　
図
書
館
　
２
階
視
聴
覚

室●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹

介
、
読
み
聞
か
せ
方
な
ど

●
対
象
　
子
育
て
支
援
、
未
就
園

児
の
お
は
な
し
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
人
・
し
て
み

た
い
人

●
募
集
　
先
着
40
人
程
度

●
参
加
料
　
無
料

●
講
師
　
山
本
安
彦
氏
（
山
口
県

立
山
口
図
書
館
主
査
）

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
図
書
館

０
８
３
３(

７
２)

１
４
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
３(

７
１)

３
６
４
４

■
講
座
内
容
等

▼
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
４

月
の
異
動
で
23
年
ぶ
り
に
広

報
へ
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

▼
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
何
と
か
な
る
か
な
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
前

任
者
か
ら
引
継
ぎ
を
う
け
た

ら
何
と
び
っ
く
り
。
▼
業
務

の
内
容
も
様
変
わ
り
し
て
お

り
、
ま
る
で
玉
手
箱
を
あ
け

た
浦
島
太
郎
の
よ
う
な
心
境

で
す
。
▼
若
い
同
僚
に
ハ
ッ

パ
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
慣

れ
な
い
仕
事
に
、
五
十
の
手

習
い
、
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
を

過
ご
し
て
ま
す
。
▼
た
だ
、

久
し
ぶ
り
の
取
材
で
快
く
取

材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
漁

協
の
関
係
者
の
方
々
な
ど
、

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
取
材

先
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
気

持
ち
に
は
、
た
だ
た
だ 

感
謝

で
す
。
▼
カ
メ
ラ
を
抱
え
た

中
年
太
り
の
広
報
マ
ン
が
、

こ
れ
か
ら
も
よ
た
よ
た
と
市

内
を
駆
け
回
る
で
し
ょ
う

が
、
何
と
ぞ
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(

河)
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金
 9

5月前半

木

木
15

月
12

日
11

土
10

火
13

 1

木
 8

水
14

5月のごみ収集日 

　浅　江 
JR線路北側 

　浅　江 
JR線路南側 

島　田 光　井 室　積 
中島田・上島田 
三井・周防 

岩　田 
塩　田 

三　輪 
束　荷 

  1日、19日 
  1日、19日 
  1日、19日 
  1日 
12日、19日、26日 
12日 
26日 
26日 
  7日 
  7日 

  2日、20日 
  2日、20日 
  2日、20日 
  2日 
13日、20日、27日 
13日 
27日 
27日 
  7日 
  7日 

  2日、20日 
  2日、20日 
  2日、20日 
  2日 
13日、20日、27日 
13日 
27日 
27日 
28日 
28日 

  7日、21日 
  7日、21日 
  7日、21日 
  7日 
14日、21日、28日 
14日 
28日 
28日 
28日 
28日 

  8日、22日 
  8日、22日 
  8日、22日 
  8日 
15日、22日、29日 
15日 
29日 
29日 
14日 
14日 

  9日、23日 
  9日、23日 
  9日、23日 
  9日 
16日、23日、30日 
16日 
30日 
30日 
21日 
21日 

12日 
14日、28日 
14日、28日 
15日 
1日、8日、22日 
19日 
15日 
12日 
19日 
  7日、21日 

19日 
  8日、22日 
  8日、22日 
12日 
7日、14日、28日 
14日 
28日 
19日 
21日 
15日、29日 

ペットボトル 
びん・缶類 
金属類 
小型家電製品 
容器・包装用プラ 
その他プラ 
有害ごみ 
陶磁器・ガラス・ゴム類 
可燃粗大ごみ 
古紙・古布類 

種　類 
地　域 

金
 2

祝
 3

祝
 4

祝
 5

休
 6

水
 7

●心配ごと・人権相談（10時～、大和支所）
●育児・1歳児お誕生・歯の健康相談、成人歯科
健診（13時30分～、あいぱーく光）

●年金相談（9時30分～、市役所）

●徳山下松港県民釣り開放デー（6時～、5月5日
まで、徳山下松港下松第2ふ頭）
●野鳥賛歌卒寿写真展（10時～、5月13日ま
で、冠山総合公園）
●季節の花木即売会（5月25日まで、冠山総合公
園）
●ばら祭（5月25日まで、冠山総合公園）

●5月5日「こどもの日」記念イベント（10時
～、ふるさと郷土館）

●探鳥会（10時～、冠山総合公園）

●人権相談（10時～、あいぱーく光）

●春のポリオ（受付13時20分～、室積公民館）
●「造形の喜怒哀楽」展No.2（6月1日まで、ふ
るさと郷土館）

●園芸教室「えびねの栽培講習会と植栽」（10
時～、冠山総合公園）

●キラリンピック（山口県身体障害者福祉セン
ター等）

●夜間収納相談窓口（20時まで、市役所）
●肺がん・結核検診（三井地区）

●健康・育児・1歳児お誕生・歯の健康相談、お
もちゃ移動広場（9時30分～、周防公民館）
●春のポリオ（受付13時20分～、大和公民館）
●はじめてのパソコン（13時30分～、14日、生
涯学習センター）
●肺がん・結核検診（島田地区）

●健康相談（9時30分～、大和公民館）
●肺がん・結核検診（大和地区）

●弁護士による無料法律相談（要予約）（9時
～、山口地方・家庭裁判所周南支部（周南
市））
●心配ごと相談（10時～、あいぱーく光）
●肺がん・結核検診（大和地区）
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人のうごき【3月31日現在】 
総　　人　　口 
外国人登録人口 

55,107（-72） 
377（-12） 

男　26,231（-19） 
男　 　172（  -4） 

女　28,876（-53） 
女　 　205（  -8） 

世帯数　22,588（ 32） 
世帯数　 　236（-11） 

※総人口・世帯数には外国人登録を含む 

※(　)内は前月からの増減を示しています。 
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▼
今
年
度
、
市
内
の
小
学
校
に
４
７
９
人

の
新
一
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
▼
４
月

８
日

、
束
荷
小
学
校
に
新
一
年
生
４
人

が
入
学
。
期
待
に
胸
膨
ら
む
児
童
を
ま
ず

最
初
に
歓
迎
し
た
の
は
、
校
庭
で
大
空
に

舞
う
鯉
の
ぼ
り
の
群
れ
で
し
た
。
▼
こ
れ

は
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
、｢

鯉
の
ぼ
り
の

よ
う
に
、
元
気
に
小
学
校
で
の
生
活
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
思
い
を
込
め
用
意

し
た
も
の
。
空
に
向
か
い
舞
い
上
が
る
姿

に
、
同
校
の
教
育
目
標
で
あ
る
『
や
さ
し

く
た
く
ま
し
い
束
荷
っ
子
』
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
▼
こ
の
入
学
に
よ
り
束
荷
小
学
校

児
童
の
総
数
は
37
人
と
な
り
ま
し
た
。
児

童
た
ち
に
は
、
地
域
の
愛
情
に
育
ま
れ
、

友
だ
ち
と
仲
良
く
互
い
に
助
け
合
い
、
充

実
し
た
学
校
生
活
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
い

校
庭
に
は
鯉
の
ぼ
り
も
参
列


